
クリスマスの訪れ

11月後半くらいから、園児たちは（主に４．５歳児ですが）クリスマス会に

むけて劇あそび（次第に練習になっていきますが）をし出します。こひつじの年長

さんはイエスキリストの降誕劇をすることが恒例となっています。子どもたちは降誕劇を代々見てきているため、

自分は何の役になりたいか、心の内にもっているようです。

一番人気があるのは天使やローマ兵、宿屋さんも結構な人気です。マリア役は人気がある年とそうでもない年に

分かれます。役をめぐっては毎年子どもたちの面白い話合い、時には争い、そして譲り合いが生まれ、それはそ

れで劇と違う面での子どもたちの内面の成長をみるときでもあります。

今年はどんな展開になるのか、クリスマス当日の出来上がった劇も楽しみですが、そこにいたるまでの過程を

見れることにワクワクしながら、クリスマスの訪れを早くも感じているひとりです。

2025年から2026年に

子どものころは時間と言うものを気にしなかったからか、豊かに時を過ごしていたように思います。大人にな

ると、また年齢が上がる毎にどうしてこうも月日はあっという間に早く過ぎていくのでしょう・・・。

2025年最後の月を迎えました。

皆さんにとって2025年はどのような年でしたか？

子どもたちにとってはどの子も一人も漏れることなく、素晴らしい成長の年でした！飛躍の年でした！

後ろを振り返らずにただひたすらに前に向かって伸びていく子どもたちはいつもパワーに溢れています。

この子どもたちと共にいる幸せを噛みしめながら、過ぎ行く2025年に感謝し、新たに迎える2026年に期待してい

きたいと願います。

光はやみの中に輝いている。そして、やみはこれに勝たなかった。

ヨハネによる福音書1章5節

「その名はインマヌエルと呼ばれる」この名は「神、我々と共にお

られる」という意味である。 マタイによる福音書1章23節

12


